
富
士
出
下
言

由
緒
書
き

こ

の
は
な
き
く

や

ひ
め

の
み

こ
と

御
祭
神
　
木
花
開
耶
姫
命

○
御
由
緒

人
皇
第
二
十
代
桓
武
天
皇
の
延
暦
十
二
年
、
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麿
東
征
の
折
り
、

此
の
地
よ
り
逢
か
に
分
麗
な
る
富
士
の
出
容
を
拝
し
戦
掟
を
祈
請
、
四
年
に
し
て
大

勝
。
そ
の
神
護
を
謝
し
大
同
二
年

（皇
紀

一
四
六
七
年

。
西
暦
八
〇
七
年
）
社
殿
を

創
祀
。
県
下
二
番
目
の
別
表
神
社
列
挙
の
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
る
。

当
神
社
の
社
号
は
幕
末
ま
で

「
下
宮
浅
間

・
冨
士
下
官
浅
間
官
」
と
呼
称
さ
れ
て
い

た
が
、
明
治
期
に
入
り
現
在
の
小
室
浅
間
神
社
と
改
称
さ
れ
る
様
に
な

っ
た
。

ま
た
、
当
社
の
位
置
付
け
は

「富
士
郡
大
官
浅
間
卜
同
時
宮
建
ニ
テ
大
同
二
年
草
創
。

上
浅
間

ハ
冨
士
山
御
室
、
下
浅
間

ハ
当
村
鎮
座
云
力
」
（甲
斐
国
社
寺
記
）

「此
ノ
社
古

へ
上
下
吉
口
及
ビ
松
山
三
村
ノ
産
子
ナ
リ
後
チ
各
ミ

一
祠
ヲ
立
テ
祭
ル

今
モ
猶
上
吉
ロ
ニ
ハ
子
生

マ
レ
テ
百
日
ノ
後
社
参
ス
ル
ニ
先
ズ
下
官

二
参
詣
ス
宍
甲

斐
国
恙
）

と
あ
り
、
上
吉
田
地
区
、
松
山
地
区
、
下
吉
日
の
三
村
を
含
む
総
産
土
大
神
で
あ
る
。
　

裔
”げ



○
御
更
衣
祭

往
古
よ
り
六
〇
年
に

一
度
、
御
神
体
で
あ
る
木
花
開
耶
姫
命
の
お
着
物
を
お
召
し
替
え
載
く
特
殊
神
事
が
あ
る
。

前
口
は
二
〇

一
〇
年

（平
成
二
十
二
年
）
次
口
は
二
〇
七
〇
年
を
予
定
を
し
て
い
る
。

○
例
大
祭
流
鏑
馬
祭
り

九
月
十
九
日
に
斎
行
さ
れ
る
こ
の
祭
り
は
か

つ
て
、
富
士
出
二
合
目
鎮
座
の

御
室
浅
間
神
社
の
近
く
昭

ヶ
馬
場
で
行
わ
れ
て
お
り
、
勝
山
村
と
共
に
奉
納

さ
れ
て
い
た
が
そ
の
都
度
村
間
の
争

い
が
激
し
く
、
享
禄
三
年

（皇
紀
二

一

九
〇
年

・
西
暦

一
五
三
〇
年
）
武
田
家
家
臣
板
垣
信
賢
の
逹
し
に
よ
り
、
各

自
の
村
で
行
わ
れ
る
様
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
馬
場
は

再
三
に
渡
り
馬
場
の
変
遷
が
あ
り
、
現
在
の
馬
場
は
明

治
初
年
か
ら
と
伝
え
ら
れ
る
。
苦

の
時
代
の
ま
ま
に
、

朝
夕
役
馬
、
山
工
様
と
云
わ
れ
る
騎
者
等
の
古
式
が
今

に
残

っ
て
い
る
。

こ
の
流
鏑
馬
祭
り
は
富
士
吉
田
市
民
俗
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

一
般
に
知
ら
れ
て

い
る
武
士
の
流
鏑
馬
や
、
他
神
社
等
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
と
異
な
り
、
九
月

一
日
に
斎
行
さ
れ

る
初
馬
揃
え
式
か
ら
始
ま
る
多
数
の
祭
儀
と
共
に
、
奉
納
者
は

一
週
間
に
及
ぶ

「切
火
」
と
呼

ば
れ
る
厳
し

い
潔
斎
（世
間
日
常
を
離
れ
奉
納
者
と
し
て
越
身
を
清
浄
に
す
る
為
籠
も
る
事
）
と
、

特
に
馬
の
馳
せ
た
足
跡
に
よ
る
吉
凶
の

「
馬
蹄
占

い
」
は
せ
襲
の

「占
人
」
の
存
在
と
共
に
こ
の
神
事
を
著
名
な
も

の
に
し
て
い
る
。

毎
年
、
流
鏑
馬
祭
り
終
わ
る
と
民
子
区
域
各
町
内
そ
れ
ぞ
れ
に
神
職
を
招
き
、
流
鏑
馬
祭
り
で
の

「馬
蹄
占

い
」
の

結
果
を
元
に

「
お
日
待

・
秋
葉
講
」
と
呼
ば
れ
る
祭
儀
を
行
う
。
町
内
各
家
庭
は
御
祈
願
の
後
に
、
神
職
よ
り

一
枚

小
さ
な
紙
垂
を
戴
き
、
火
事
や
争

い
事
な
ど
の
災

い
が
無
く
無
事
に
過
ご
せ
る
様
祈
願
す
る
行
事
が
続
く
。
こ
の
お

祭
り
は
、
日
本
で
唯

一
富
士
光
麓
の
歴
史
文
化
を
今
に
伝
え
、
文
化
的
源
流
を
持

つ
貴
重
な
祭
り
で
あ
る
。

○
筒
粥
紳
事

正
月
十
四
日
宵
か
ら
十
五
日
暁
に
か
け
て
行
わ
れ
る
筒
粥
神
事
は
、
筒
粥
に
よ
る
占
事
祭
儀
で
、

年
間
の
五
穀
豊
凶
、
天
候
、
養
蚕
、
道
者

（冨
士
山
登
山
者
）
の
状
況
が
予
見
さ
れ
る
。

特
に
道
者

（江
戸
を
含
め
六
県
か
ら
の
登
山
者
数
）
の
占

い
は
、
当
神
社
が
往
古
よ
り
富
士
光

口
信
仰
の
中
ミ
に
あ
り
、
富
士
山
に
登
る
人
の
数
に
よ

っ
て
里
が
濶
う
事
を
予
見
す
る
。

ま
た
、
旧
社
殿
前
に
は
湧
々
と
湧
き
出
る
霊
水
に
よ
り
、
登
山
者
は
ぶ
身
を
清
め
、
祈
願
し
て

富
士
登
拝
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
冨
士
山
光
口
の
登
山
道

一
円

（沿
線
）
の
総
鎮
守

の
社
」
で
あ
る
事
が
そ
の
占

い
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
。
代
々
せ
襲
の

「占
人
」
奉
仕
者
が

一
族

を
引
き
逹
れ
て
の
奉
仕
は
、
他
に
例
を
見
な
い
と
言
わ
れ
る
。

県
立
博
物
館

「
か
い
じ
あ
む
」
の
常
設
展
示
、
そ
の
光
景
を
体
験
す
る
事
が
出
来
る
。



○
大
碁
菅
杜
え
吉
蹟

本
殿
右
側
に
響
え
る
御
神
木

「桂
」
の
老
樹
は
官

士
吉
田
市
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
。
南
北
朝
時

代
鎌
倉
で
討
た
れ
た
大
塔
宮
護
支
親
工
の
首
級
を

雛
鶴
姫
が
持

っ
て
落
ち
延
び
、
こ
の
樹
の
根
本
に

葬

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

雄
株
で
幹
根
の
境
の
周
囲
十
三
腐
三
〇
彙
ン
、
根
本

よ
り
十
幹
に
分
岐
し
、
各
々
の
日
通
り
幹
囲
は
四

房
四
十
二
衆
ン
、
一
一屑
三
十
六
彙
ン
、
一
再
讐

一十

一
衆
ン

で
あ
る
。

そ
の
他
、
神
社
に
は
幹
囲
四
屑
六
十
四
彙
ン
、
四
屑

五
十
三
彙
ン
、
三
屑
九
十

一
彙
ン
、
三
屑
十
四
升
ン
な
ど

合
計
六
本
の
桂
の
木
が
あ
る
。
（出
梨
県
名
木
集
）

二
月
十
日
に
は
桂
樹
祭
が
斎
行
さ
れ
、
御
神
木
の

永
遠
の
繁
茂
と
親
工
の
神
霊
の
鎮
護
を
祈
願
し
て

い
る
。

○
室
言
恙
比
寿
神
社

或

る

日
、
篤

信

人

の
霊
夢

に
富
士

山

光

口
の
下
官

産

土

神
社
恙

比
寿

大

黒

像
が
現
れ
、
ヨ
ロ
は

隆

昌

の
運
を
支

え

る

の
ば

り
恙

比
寿

な

る

ぞ
。
富

士

に

向
か

っ
て
祀
れ
。
吾
前
に
額
き
縁
の
霊
カ

を
背
負

い
、
富
士
に
向
か
う
者

の
運
を
開

く
時
は
瞳
目
に
値
す
る
ぞ
」
と
お
告
げ
在

り
し
故
、
摂
津
國
西
宮
よ
り
勧
請
し
、
社

宝
尾
形
光
琳
色
彩
の
恙
叱
寿
大
黒
像
を
室

官
恙
比
寿
と
称
え
申
し
上
げ
御
奉
斎
し
て

あ
る
。

毎
年
十

一
月
十
九

・
二
十
日
に
宵
官
、
例

大
祭
を
斎
行
し
、
御
縁
銭
を
授
与
し
て

い

ワ^
υ
。

こ
の
御
縁
銭
は

「財
宝
は
限
り
な
く
湧
き

出
て
、
開
運
は
泉

の
如
く
に
尽
き
る
事
な

し
」
と
、
恙
比
寿
神
と
の
関
わ
り
、
縁
を

語
る
印
と
さ
れ
る
。



○
神
馬
社
と
御
沖
馬

木
花
咲
耶
姫
命
の
乗
り
物
の
白
馬
の
像
と
、
神
社
で
飼
育
し

て
い
た
歴
代
神
馬
御
霊
を
合
わ
せ
お
祀
り
し
て
い
る
。
ま
た
、

音
は
各
家
で
馬
を
飼
食
し
て
お
り
、
そ
の
馬
に
に
感
謝
を
す

る
と
共
に
、
そ
の
御
霊
慰
め
る
為
に
建
立
さ
れ
た
。

当
社
で
は
流
鏑
馬
祭
り
の
保
存
と
、
ま
た
馬
の
祭
り

（体
験

未
馬
）
を
通
し
、
子
供
た
ち
に
た

い
経
験
に
な
る
の
よ
う
神

馬
を
飼
育
し
て
い
る
。

○
富
士
出
溶
浩
流

の
原
形

社
殿
裏
に
あ
る
富
士
山
溶
岩
流
の
原
形
。

昔
は
此
の
光
麓
周
辺
、
各
場
所
で
見
る
事

が
出
来
た
が
、
現
在
で
は
こ
こ
で
し
か
見

る
事
が
出
来
な

い
貴
重
な
物
と
な

っ
て
い

′

つ

。

お参 りは

富士山下官 ノ1ヽ 室浅間神社

4主  所 :山梨県富士吉田市下吉田5221
電   言舌:0555-22-1025
メ ー ル :fuji―simomiyasenngen@fgOjp
交通手段 :

。電 車 富士恙行線下吉田駅下車徒歩3分
。自動車 中央道都留ICか ら国道139号

富士吉田方面 約30分
・P央道河口湖ICか ら 約15分

国道139号
至都留市

カ

国道139号

↓
至富士吉曰駅

下吉田駅
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